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令和 7 年 元朝初詣式典執行次第書 

 

〔会場〕祖師堂   〔時間〕午前１時～２時３０分迄 

 

 

   
◎ 第１部  新春初詣式典  （1:00～1:40） 

 

１．喚鐘（0:00）、音楽放送（春の海）、判木（30 分前）、式典開始案

内放送（30 分・15 分前）、祖師堂に集合・着座。 

２．司会者より次第発表、全員起立、開扉の歌にて開扉（オルガン伴奏）。 

３．献酒の儀（高つき、金杯）、内陣作法（法中２名白衣袴着用）、 

団体長より新年の御挨拶。 

４．奏楽（楽士奉仕）、御導師及び内陣僧の出仕、伽陀（稽首天人等）、

三礼文、御法主猊下・元朝敬白文拝読、伽陀（直入彌陀等）中、御

法主猊下御退出、経鏧（正調）、漢音小経、念讃ユリ三・五（三重

のみ五ツ）、和讃（阿弥陀如来々化等）次第三首、廻向文（願以此

功徳等）、奏楽（楽士奉仕）、内陣僧退出、御文章（紅顔ノ章）。 

５．音楽（春の海）放送中第２部の用意。 

【御導師】管長猊下【中幹】浄手【献酒】唯心、修道。 

【装束】有資格者 第二種甲号、他は第一種甲号。 

 

 

 

 ◎ 第２部  新春の書簡御発布 新年初講  （1:40～2:10） 

 

１．引き続き、司会者より式次第発表。 

２．判木、奏楽中、御法主猊下内陣御出仕、礼拝、一同総礼。 

３．新春書簡御発布。新年初御親教。 

【装束】第１部のまま。 

※ご寺族様の座席を作る事。 
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 ◎ 第 3 部  新春祝賀式典  （2:10～2:30） 

 

１．御祝詞の部  門信徒を代表して大橋団体長の挨拶 

２．全員起立にて礼拝後、国歌斉唱（オルガン伴奏）。 

３．御法主猊下、ご寺族様のご健勝を念願し万歳三唱（門室部長）。 

４．六段の調べ中、御法主猊下、ご寺族様方ご退席。 

５．式典委員長より御礼の詞。 

６．司会者より修正会法要のご案内と終了の言葉及び各末寺院、支部御

本尊初詣りのご案内。 

（献酒作法は閉扉後ただちに給仕僧にて行い、役員は紫雲閣で御挨拶） 

 

 

○ 修正会法要の御案内 

 

① 開扉は３日午後２時３０分～５日夕刻まで。 

② ３日は１６時３０分で終了。 

③ ４日は１６時３０分で終了。 

④ 結願法要終了後に新年会。 

 

 

初詣式典執行委員会 

 

 

以   上 

R6.12.10 

委 員 長 細 川 光 澤   

副 委 員 長 笹 又 浄 利 西 澤 威 徳 

補 佐 後 藤 泰 雄、 三田村真證、 谷 口 孝 行 

礼 典 係 西 澤 浄 手、 木 村 唯 心、 秋 元 徹 心 

式 典 係 大 橋 称 悟、 野 坂 実 義 山 崎 殊 勝 

設 営 係 佐々木観浄、 五十子正念、 佐々木観親 

厚生世話係 西 島 廣 慧、 西 澤 供 行、 寺 﨑 大 信 


